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エピソードの出典：2022年～2024年に実施された全国公開ワークショップにおいて、
こども食堂運営者等が語ったもの

分析対象となったエピソードの数：　119

エピソードの中で語られた変化の数：　144　

むすびえが各地の地域ネットワーク団体と共に実施した公開ワークショップで
語られた、「こども食堂をめぐって目にしてきた様々な変化」など、印象に
残っているエピソード。

０．はじめに

エピソードとは

分析対象となったエピソードの概要

１つのエピソードの中に、複数の主体の変化が
含まれる場合があるため、エピソード数と変化
の数は一致しない
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１．変化は誰に生じているのか？



こども食堂を通じた変化の
エピソードは、子どもにつ
いてだけではなく、大人も
主体になっている

１．変化は誰に生じているのか？

変化の主体

エピソードからみられた変化につ
いて、変化の主体別にみると、
子どもと、こども食堂に参加する
保護者や高齢者、運営スタッフな
どの大人が、ほぼ同数。



こども食堂を通して、参加者だけではなく、

運営者や地域の人々にも変化が起こっている

１．変化は誰に生じているのか？

変化の主体

● エピソードからは、参加者についての変化が
3/4。残りの1/4は参加者以外について起こっ
た変化。

● 参加者以外に起こった変化の内、約半分
（エピソード全体の約14％）は、運営者
（スタッフ・ボランティア）
についての変化。

● 参加者以外に起こった変化の内、残り半分
（エピソード全体の約11％）は、
こども食堂をとりまく地域（こども食堂に
直接参加していない地域住民、
行政等）についての変化。

注：n = 144。

■（紫色）は

こども食堂の
参加者。
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２．どんな変化が生じているのか



こども食堂は、地域のみんながつながる場、
地域の居場所になっている

２．どんな変化が生じているのか？

変化と居場所

エピソードの中で、「居場所ができたこと」

「地域のつながりができたこと」に言及して

いるものが大部分。

（言及がないものは　行政・社協の

変化などについて）

こども食堂をめぐる様々な変化において、

居場所について言及した割合



２．どんな変化が生じているのか

居場所・つながりができたという変化に加えて、居場所・交流を通じて「次のステップ」に

つながる変化も多く生じている

変化のカテゴリー

「次のステップ」

につながる変化



２．どんな変化が生じているのか

こども食堂のつながりは、いろいろな人がそれぞれの形での、活躍できる場、次のステップに

つながる場を創り出している。

次の一歩につながった変化

● 子どもの場合、こども食堂での変

化の結果「進みたい道の発見」に

つながったケースがある。

● 保護者については、居場所やつな

がりを通じて子育ての悩みや負担

が軽くなったという変化が多くみ

られる傾向がある。

● 運営スタッフやボランティアにつ

いては、支援されていた人が支援

する側に変わった/変わろうとし

ているエピソードが多い。

●
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３．どのようにして変化が生じているのか？



３．どのようにして変化が生じているのか？ ～変化が生まれた背景

こども食堂を、どんなところと捉えているか

みんなで食べる、良い風景
集まれる場があると、

みなさん集まってくれる

食べるだけじゃない

子どもが輝く場所

老若男女みんなが
集まってくつろいで

楽しく憩う場所

帰る場所

いつもそこにあり、
手を差し伸べる場

学校帰りに立ち
寄って子どもが

ほっとできる場所
人と人とが
つながる場

安心できる場所

色んな人と
出会って、

小さな目標を
見つける場

本当の意味
での共助

みんながつながれる、戻ってこられる居場所

助け合える関係
づくり

次の一歩を
支える場

注：赤枠は子ど
もの発言を引用
したもの。緑枠
は運営者の自身
のコメント。

何かあっても、
何もなくても

地域の窓
のような役割

誰かの役に立ちたいとい
う思いが実現する場

変化が生じるこども食堂は、「みんながつながれる居場所」であり、そこには「助け合える関係」

があり、さらにそこからの「次の一歩を支える場」にもなっている

変化のエピソードで語られる「こども食堂」とは



３．どのようにして変化が生じているのか？ ～変化が生まれた背景

こども食堂には、多様な立場の人が存在する中で、認め合う・尊重し合う関係性がある

エピソードで語られる、こども食堂で生まれた関係性

つかず離れずの距離感

背景も年代もさまざまな
人たちが同じ方向を向い

て作業する姿
ルールや決まりがないから
子どもがどんどん自分で
考えて失敗し成長する

協力し合える関係

お互いに頼れる存在大きな家族のよう

世界一のお節介

支えているつもりが、
こっちが支えられている

地域の人が次第に寄
付してくれるように

なった

共感を得て、ボラン
ティアが増えた

伝統的な食文化を
取り入れたことに
感謝し、会話が生

まれた

母親から感謝の
手紙を受け取った 名前で呼んで

もらえるよう
になった

こども食堂の中での関係

参加者・運営者の家族との関係
地域の中での関係

普段見られない子ど
も達の姿がみられた

と喜んでいた

家でもよくしゃべるようになり
にぎやかになったと感謝

ご近所の若い方と高
齢者が初めて話した

知らない地域の人が
声をかけて応援して

くれる

子育て指導をしない、
責めない



３．どのようにして変化が生じているのか？ ～変化が生まれた背景

こども食堂の「支援する／支援される」の関係は固定されておらず、

柔軟で、誰もが主体的に行動できる環境がある

参加者 運営者

来なくなった

お土産
お礼の言

葉

こども食堂の運営

足が遠のいた子たちも、いざと
なった時は手伝いに来てくれる

手紙

小さい
子どもの

面倒を見る

お手伝い
ボランティア

ふらりと戻ってきて
ボランティア側に

成長を見られ
て嬉しい

こども食堂の参加者と運営者の関係



子どもの場合、新しいことにチャレンジする、やりたいことが見つかるなど、次へのステップ・

成長の機会につながっていた。

３．どのようにして変化が生じているのか？　～変化が起こるプロセス

変化のながれ

対人関係の
克服

学校に行けるよう
になった

お手伝い
・

イベント企画

異年齢/多様な境
遇の子ども・大人

との関り

子ども

自信・自立

精神的な安定

視野が広がる
（将来）やりたい
ことが見つかった

リーダーシップを
発揮するように

なった

「私がみんな
を介護する、
さいごまで」大学生からアドバイス・

進路相談をしてもらい、
道はひとつじゃないんだと

気づいた

自ら学ぶ姿勢に
変わり、受け身で
なく質問してくる

ようになった

年下の子の世話

高校に
行きたい

後継者を育てる

リーダー的存在に

食堂に通っているうちに、
行けるような気がしてきた

意外な強みを発見

n=71

大きな声を
発しなくなった

必要な支援を
得る

51

25

自ら声をかけてく
れるようになった

新しいことに
チャレンジした

怖かった包丁を
持って調理に参加

子どもだけでの
イベント企画

ほめてもらって
やる気になった

笑顔になった

10

20

8　

20

31

9

14 

19 

12 



子どもの回答としても、こども食堂の安心感などのコメントが多く、「居場所」として認識され

ていた。また「いろんな人に会える」という多様性についてのコメントが見られた。

３．どのようにして変化が生じているのか？　～変化が起こるプロセス

※定量調査の自由記述結果との対応

対人関係の
克服

学校に行けるよう
になった

お手伝い
・

イベント企画

異年齢/多様な境遇
の子ども・大人と

の関り
子ども

自信・自立

精神的な
安定

視野が広がる
（将来）やりたい
ことが見つかった

リーダーシップを
発揮するように

なった

（延べ7,000人以上の回答者の
自由記述からピックアップ）

必要な支援を
得る

新しいことに
チャレンジした

 

学校が違う人
と話せるいい

機会

いろんな人が
たすけて
くれる

いるだけで
元気になれる

安心していられる
場所で緊張しない

自分だけで少し
料理ができるよう
になった

人間不信で外に出られず、
初めて参加した時も怖かっ
たけど、皆さん、すごく
優しい笑顔ですぐに安心す
ることができた

楽しくて、
ほっとできる

好きなことを
発揮できる 勉強が分かる

ようになった

母子家庭で母が大変なので
無料でおいしいご飯を
食べられてとても嬉しい



保護者が抱えていた子育てについての課題・負担感が、軽減・解消され、家庭内・社会にポジ

ティブなインパクトが波及した。

３．どのようにして変化が生じているのか？　～変化が起こるプロセス

変化のながれ

孤独感の解消

他の人を助け
る側に

他の大人と
つながる

自分の子ども
を他の大人が
見てくれる

保護者

ポジティブになる

ストレスの軽減

視野が広がる

必要な支援を得る

こども食堂を
運営する側に

地域の情報誌や
行政に目が向く
ようになった

親子関係・家
庭環境の改善

イベントを主催

親子料理教室

相談に乗る

ここに来るだけ
で元気になる

n=23
（うち、母親：21）

心に余裕が
できる

15

14

7

10

9

10

2 

専門家には抵抗がある
保護者にアプローチ

「今は支援を
受けている
が、いつかは
支援する側に
回りたい。」

笑うよう
になった

2

2

2

3

8



保護者からは、子育ての負担感や孤立感を軽減してくれる場としてのコメントが多く見られた。

３．どのようにして変化が生じているのか？　～変化が起こるプロセス

※定量調査の自由記述結果との対応

孤独感の解消
他の人を助ける

側に

他の大人と
つながる

自分の子どもを
他の大人が見て

くれる
保護者

ポジティブになる

ストレスの軽減

視野が広がる

必要な支援を得る

こども食堂を
運営する側に

親子関係・家庭
環境の改善

イベントを主催

（延べ3,000人以上の回答者の
自由記述からピックアップ））

※うち、母親は81％

成長を一緒に感じられて
まるで家族みたい

子育てを見守っても
らえているようで、

心強い

少し心のゆとりがも
てるようになった

同じ悩みを共有する事で
悩みを抱え込まなくなった

ワンオペ育児で、弱音を吐けないので、
本当に助かるし、ちょっと休める場所

母としてではなく、一人の
人間としていられる時間

子どもも
自分も

おだやかに
なった

生活が少し困った
ときも助かった
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４．まとめ

～変化のエピソードから見えてくるこども食堂の可能性～



４．まとめ

こども食堂で生じている変化とは

○ こども食堂は、子どもだけでなく、大人も含めた地域住民の居場所・つながりの場として

機能している

○ こども食堂には支援する／支援されるが固定していない関係性があり、誰もが主体的に行

動できる環境がある

○ こども食堂でのつながりを通じて、次の一歩につながる変化も生じている

こども食堂

支援する

支援される

次の一歩へ
いろいろな人が

様々な形で
参加・関与

ボランティア・
お手伝い
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ありがとうございました。


